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■吉敷地区防災検討委員会会則の一部改正（新旧対照表） 

現 行 （網掛：変更） 改 正 案 （波線：追加 網掛：変更） 
 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、吉敷地区防災検討委員会（以下「委員会」という。）と称し、吉敷地域

交流センター内に事務所を置く。 

 

（目的） 

第２条 委員会は、風水害や地震等による被害を予防し、軽減するための活動を行う地域

の防災組織に関する協議・検討を行うとともに、地域住民の防災意識の高揚と防災知識

の普及・啓発に努めることにより、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めていくこ

とを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。 

（１）防災組織の活動及び設置促進に関すること。 

（２）防災意識の高揚及び防災知識の普及・啓発に関すること。 

（３）被害の軽減に向けた危険箇所の把握に関すること。 

（４）防災訓練の全般管理に関すること。 

（５）災害情報の収集及び伝達に関すること。 

（６）その他、目的達成のため必要な事項。 

 

（組織） 

第４条 委員会は、次に掲げる者をもって組織する。 

（１）別表に掲げる団体から選出された者 

（２）地域の防災活動に見識を有する者 

（３）委員会の趣旨に賛同し、委員長が特に必要と認める者 

 

（役員） 

第５条 委員会に、次の役員を置く。 

（１）委員長  １名 

（２）副委員長 ２名 

 

（３）会計   １名 

（４）監事   ２名 

２ 役員は、委員会において選出する。 

 

 

（名称及び事務所） 

第１条 本会は、吉敷地区防災検討委員会（以下「本会」という。）と称し、吉敷地域交

流センター内に事務所を置く。 

 

（目的） 

第２条 本会は、風水害や地震等による被害を予防し、軽減するための活動を行う地域の

防災組織に関する協議・検討を行うとともに、地域住民の防災意識の高揚と防災知識の

普及・啓発に努めることにより、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めていくこと

を目的とする。 

 

（事業） 

第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行うものとする。 

（１）防災組織の活動及び設置促進に関すること。 

（２）防災意識の高揚及び防災知識の普及・啓発に関すること。 

（３）被害の軽減に向けた危険箇所の把握に関すること。 

（４）防災訓練の全般管理に関すること。 

（５）災害情報の収集及び伝達に関すること。 

（６）その他、目的達成のため必要な事項。 

 

（組織） 

第４条 本会は、次に掲げる者を委員として組織する。 

（１）別表に掲げる団体から選出された者 

（２）地域の防災活動に見識を有する者 

（３）本会の趣旨に賛同し、委員長が特に必要と認める者 

 

（役員） 

第５条 本会に、次の役員を置く。 

（１）委員長  １名 

（２）副委員長 ２名 

（３）幹事   若干名 

（４）会計   １名 

（５）監事   ２名 

２ 役員は、委員会において選出する。 
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現 行 （網掛：変更） 改 正 案 （波線：追加 網掛：変更） 
 

３ 役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

４ 欠員により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 役員は、その任期が満了した後においても、後任者が就任するまではその職務を行う。

 

（役員の任務） 

第６条 委員長は、委員会を代表し、会務を統括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

 

３ 会計は、会計事務を掌握する。 

４ 監事は、会計事務を監査する。 

 

 

 

 

 

 

 

（委員会） 

第７条 委員会は、必要に応じて委員長が召集し、会議の議長となる。 

 

２ 委員長は、委員以外の者を会議に出席させ、意見を求めることができる。 

３ 委員会の議事は、出席者の過半数によって決し、可否同数のときは議長がこれを決す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 役員の任期は、２年とする。ただし、再任は妨げない。 

４ 欠員により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 役員は、その任期が満了した後においても、後任者が就任するまではその職務を行う。

 

（役員の任務） 

第６条 委員長は、本会を代表し、会務を統括する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときはその職務を代理する。 

３ 幹事は、事業を企画、調整及び推進する。 

４ 会計は、会計事務を掌握する。 

５ 監事は、会計事務を監査する。 

 

（会議） 

第７条 本会の会議は、委員会及び幹事会とする。 

２ 会議は、必要に応じて委員長が招集し、会議の議長となる。 

３ 委員長は、委員以外の者を会議に出席させ、意見を求めることができる。 

４ 会議の議事は、出席者の過半数によって決し、可否同数のときは議長がこれを決する。

 

（委員会） 

第８条 委員会は、委員をもって構成する。 

２ 委員会は、次に掲げる事項を審議、議決する。 

（１）事業計画及び事業報告に関すること。 

（２）予算及び決算に関すること。 

（３）組織の変更及び規約の改廃に関すること。 

（４）その他、委員会が特に必要と認めたこと。 

３ 委員会は、審議事項の軽微なものについては、幹事会に委任することができる。 

 

（幹事会） 

第９条 幹事会は、委員長、副委員長、幹事及び会計をもって構成する。 

２ 幹事会は、次に掲げる事項を協議する。 

（１）委員会に付議すべき事項に関すること。 

（２）委員会において議決した事項の執行に関すること。 

（３）その他、委員長が特に必要と認めたこと。 
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現 行 （網掛：変更） 改 正 案 （波線：追加 網掛：変更） 
 

（会計） 
第８条 委員会に必要な経費は、助成金、寄付金及びその他の収入をもって充てる。 
２ 委員会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日をもって終わる。 
 
（その他） 
第９条 この会則に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、委員長が定

める。 
 

附 則 
 この会則は、平成２７年１０月１５日から施行する。 
 

 

 

 

別表（第４条関係） 

吉敷自治会 

吉敷地区地域づくり協議会 

吉敷地区社会福祉協議会 

吉敷地区民生委員児童委員協議会 

吉敷地区福祉員協議会 

吉敷地区子ども会育成連絡協議会 

 

山口市立鴻南中学校 

山口市立良城小学校 

吉敷地域交流センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（会計） 
第１０条 本会に必要な経費は、助成金、寄付金及びその他の収入をもって充てる。 
２ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年の３月３１日をもって終わる。 
 
（その他） 
第１１条 この会則に定めるもののほか、本会の運営について必要な事項は、委員長が定

める。 
 

附 則 
 この会則は、平成２７年１０月１５日から施行する。 
   附 則 

 この会則は、平成２９年６月２８日から施行する。 

 

 

別表（第４条関係） 

吉敷自治会 

吉敷地区地域づくり協議会 

吉敷地区社会福祉協議会 

吉敷地区民生委員児童委員協議会 

吉敷地区福祉員協議会 

吉敷地区子ども会育成連絡協議会 

山口市消防団鴻南方面隊吉敷分団 

山口市立鴻南中学校 

山口市立良城小学校 

吉敷地域交流センター 

  

 


